
(57)【要約】

【課題】　穿刺監視操作を簡単且つ確実に行えるように

した腹壁の穿刺監視装置及びその使用法を提供する。

【解決手段】　腹壁（１）を介する腹腔鏡用トロカール

の穿刺箇所（５，６，７）を前もって監視する外科用装

置（８，１１）において、装置を、うず電流測定装置（

１１）に接続され穿刺箇所（５，６，７）に設置できる

コイル配列（９）として構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  腹 壁 （ １ ） を 介 す る 腹 腔 鏡 用 ト ロ カ ー ル の 穿 刺 箇 所 （ ５ ， ６ ， ７ ） を 前 も っ て 監 視 す る
外 科 用 装 置 （ ８ ， １ １ ） に お い て 、 装 置 が 、 う ず 電 流 測 定 装 置 （ １ １ ） に 接 続 さ れ 穿 刺 箇
所 （ ５ ， ６ ， ７ ） に 設 置 で き る コ イ ル 配 列 （ ９ ） と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
外 科 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  腹 壁 （ １ ） を 介 す る 腹 腔 鏡 用 ト ロ カ ー ル の 穿 刺 箇 所 （ ５ ， ６ ， ７ ） を 前 も っ て 監 視 す る
た め 、 う ず 電 流 測 定 装 置 （ １ １ ） に 接 続 さ れ 穿 刺 箇 所 （ ５ ， ６ ， ７ ） に 設 置 で き る 装 置 と
し て の コ イ ル 配 列 （ ９ ） の 使 用 法 。
【 請 求 項 ３ 】
  平 坦 な コ イ ル 配 列 （ ９ ） が 、 弾 性 的 に 屈 曲 可 能 な 絶 縁 材 料 製 デ ィ ス ク 部 材 （ ８ ， ８ ′ ）
に 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 係 る 装 置 又 は 使 用 法 。
【 請 求 項 ４ 】
  デ ィ ス ク 部 材 （ ８ ） が 、 中 心 の 穴 （ １ ２ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 係 る 装
置 又 は 使 用 法 。
【 請 求 項 ５ 】
  コ イ ル 配 列 が 、 並 置 さ れ た 複 数 の コ イ ル （ ９ .1， ９ .2， ９ .3） を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ に 係 る 装 置 又 は 使 用 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  こ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 提 部 に 記 載 の 装 置 及 び 請 求 項 ２ の 使 用 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  腹 腔 鏡 手 術 技 術 の 場 合 、 内 視 鏡 シ ャ フ ト 器 具 を 、 穿 刺 口 を 介 し て 、 通 常 は Ｃ Ｏ 2  で 膨 張
さ れ た 腹 腔 内 に 導 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  腹 腔 が 、 す で に 、 膨 張 さ れ て お り 、 器 具 で 腹 腔 を 観 察 で き る 場 合 、 更 な る 刺 入 が 、 危 険
な く 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 下 方 の 器 官 を 損 傷 す る こ と な く 腹 壁 を 穿 刺 し な け れ ば な
ら な い 最 初 の 穿 刺 操 作 が 、 重 大 で あ る 。 こ れ は 、 通 常 技 術 に お い て 、 穿 刺 箇 所 に お い て 腹
壁 を 下 方 の 器 官 か ら 引 き 離 し て も 、 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  頻 繁 に 起 き る の だ が 、 腹 壁 が 下 方 の 器 官 と 癒 着 し て い る 場 合 に 特 に 、 問 題 が 生 ず る 。 し
た が っ て 、 常 に 、 穿 刺 箇 所 を 前 も っ て 監 視 す る 装 置 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  公 知 の こ の 種 の 装 置 は 、 穿 刺 器 具 で あ る 。 公 知 の ベ レ ス 針 は 、 バ ネ に よ っ て 摺 動 さ れ る
ロ ッ ド を 内 部 に 設 け た 中 空 針 で あ る 。 ベ レ ス 針 を 腹 壁 を 介 し て 刺 入 し 、 次 い で 、 内 部 の ロ
ッ ド を 問 題 な く 摺 動 す れ ば 、 腹 壁 の 下 方 に 、 中 空 ス ペ ー ス が 生 じ 、 か く し て 、 上 記 穿 刺 箇
所 に 、 太 い ト ロ カ ー ル 突 起 を 問 題 な く 刺 入 で き る 。 他 の 公 知 の 装 置 は 、 例 え ば 、 光 学 系 を
組 み 込 ん だ ト ロ カ ー ル 突 起 と し て 構 成 さ れ て い る 。 光 学 的 観 察 下 で 、 腹 壁 に 刺 入 を 行 う こ
と が で き る 。 腹 壁 の 穿 刺 後 、 腹 壁 の 後 ろ に 中 空 ス ペ ー ス が あ る か 付 着 器 官 が あ る か を 光 学
的 に 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  公 知 の 監 視 装 置 は 、 高 価 で あ り 、 特 に 、 操 作 が 複 雑 で も あ り 、 し ば し ば 、 監 視 エ ラ ー を
生 ず る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
  本 発 明 の 課 題 は 、 穿 刺 監 視 操 作 を 簡 単 且 つ 確 実 に 行 え る よ う に 構 成 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  こ の 課 題 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 記 載 部 分 の 特 徴 及 び 請 求 項 ２ の 使 用 法 に よ っ て 解 決 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  身 体 組 織 に お い て も 、 う ず 電 流 測 定 を 実 施 す る こ と は 知 ら れ て い る 。 コ イ ル 配 列 に 交 流
を 供 給 す る と 交 流 磁 界 が 発 生 し 、 導 電 性 の 身 体 組 織 内 に コ イ ル 軸 線 の 周 り に 円 形 電 流 が 誘
導 に よ っ て 生 じ 、 再 び 誘 導 に よ り 発 生 コ イ ル 又 は 別 個 の 測 定 コ イ ル に 逆 電 流 が 発 生 す る 。
測 定 装 置 は 、 こ の 現 象 か ら 、 場 合 に よ っ て は 、 異 な る 周 波 数 を 使 用 し て 、 組 織 の 導 電 性 に
関 し て 、 し た が っ て 、 組 織 種 類 に 関 し て 推 論 を 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  本 発 明 は 、 穿 刺 箇 所 の 前 も っ た 監 視 装 置 の た め に 、 上 記 測 定 原 理 を 使 用 す る 。 コ イ ル 装
置 は 、 穿 刺 箇 所 に 設 置 さ れ る 。 接 続 さ れ た う ず 電 流 測 定 装 置 は 、 コ イ ル 装 置 の 下 方 の 組 織
に 関 す る 情 報 を 与 え る こ と が で き 、 す な わ ち 、 特 に 、 穿 刺 箇 所 の 腹 壁 下 方 に 中 空 ス ペ ー ス
が あ る か 付 着 器 官 が あ る か を 提 示 で き る 。 す な わ ち 、 コ イ ル 組 織 の 往 復 摺 動 に よ っ て 、 ト
ロ カ ー ル 突 起 を 腹 壁 を 介 し て 危 険 な く 刺 入 で き る 適 切 な 穿 刺 箇 所 を 簡 単 且 つ 迅 速 に 見 つ け
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  本 発 明 に 係 る 構 成 及 び 使 用 法 に 基 づ き 、 適 切 な 穿 刺 箇 所 を 極 め て 簡 単 に 見 つ け る こ と が
で き る 。 こ の 作 業 は 、 腹 腔 鏡 手 術 の 準 備 に 際 し て 、 補 助 員 、 例 え ば 、 技 術 員 に よ っ て 実 施
で き 、 そ の 簡 単 さ 及 び 確 実 性 に 基 づ き 、 医 師 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  こ の 場 合 、 請 求 項 ３ に 基 づ き 、 好 ま し く は 、 コ イ ル 装 置 は 、 弾 性 的 に 屈 曲 可 能 な デ ィ ス
ク 部 材 に 、 絶 縁 状 態 で 配 設 さ れ る 。 デ ィ ス ク 部 材 は 、 例 え ば 、 ゴ ム 類 似 の 材 料 か ら 構 成 で
き 、 コ ー ス タ ー の 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 デ ィ ス ク 部 材 は 、 腹 部 に 良 好 に
当 接 さ れ 、 引 出 さ れ る ケ ー ブ ル を 介 し て う ず 電 流 測 定 装 置 に 接 続 さ れ た １ つ 又 は 複 数 の 平
坦 コ イ ル を 設 置 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  こ の 場 合 、 デ ィ ス ク 部 材 が 、 請 求 項 ４ に 基 づ き 、 好 ま し く は 、 コ イ ル 軸 線 に 位 置 し 、 す
な わ ち 、 表 示 精 度 最 大 の 箇 所 に 設 置 さ れ た 中 心 穴 を 有 す る こ と が で き る 。 適 切 な 箇 所 を 見
つ け た な ら ば 、 穴 を 介 し て マ ー ク を セ ッ ト で き る か 、 直 ち に 穴 を 介 し て 刺 入 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  請 求 項 ５ に 基 づ き 、 好 ま し く は 、 異 な る 信 号 を 与 え る 複 数 の 並 置 の コ イ ル を 設 け る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 接 続 さ れ た 測 定 装 置 を 介 し て 、 腹 部 上 を コ イ ル 配 列 を 摺
動 さ せ る こ と に よ っ て 、 よ り 好 適 な 穿 刺 箇 所 を 発 見 で き る 方 向 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と が
可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
  次 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  図 面 に 本 発 明 の 実 施 例 を 模 式 的 に 示 し た 。 図 １ に 、 １ つ の 箇 所 に お け る 穿 刺 準 備 の た め
、 例 え ば 、 把 持 機 器 （ 図 示 し て な い ） に よ っ て 、 し わ ２ を 生 ず る よ う に 上 昇 さ れ た 患 者 腹
部 の 腹 壁 １ の 断 面 を 示 し た 。 腹 壁 の 下 方 に は 、 腹 部 器 官 ３ （ 詳 細 に は 図 示 し て な い ） が 存
在 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  図 １ か ら 明 か な 如 く 、 し わ ２ で 腹 壁 １ を 上 昇 さ せ る こ と に よ っ て 、 腹 壁 １ は 、 こ の 箇 所
に お い て 、 癒 着 部 ４ に よ っ て 腹 部 器 官 ３ が 腹 壁 １ に 癒 着 さ れ た 箇 所 を 除 い て 腹 部 器 官 ３ か
ら 引 き 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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  腹 腔 鏡 手 術 の 第 １ 工 程 と し て 、 腹 壁 １ と 器 官 ３ と の 間 の 腹 部 ス ペ ー ス に ガ ス を 吹 き 込 み
、 次 い で 、 他 の 穿 刺 部 を 介 し て 器 具 を 導 入 す る た め 、 最 初 の 穿 刺 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  第 １ の 穿 刺 は 、 ル ー チ ン に 基 づ き 、 矢 印 ５ の 方 向 へ 計 画 さ れ る 。 さ て 、 こ の 場 合 に 、 穿
刺 が 危 険 な く 可 能 で あ る か 、 矢 印 ６ 又 は ７ の 箇 所 の 可 能 な 穿 刺 が よ り 好 適 で あ る か を 監 視
す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  こ の た め 、 図 ２ に 平 面 図 と し て 示 し た デ ィ ス ク 部 材 ８ を 腹 壁 １ の 計 画 さ れ た 穿 刺 箇 所 ５
に 設 置 す る 。 デ ィ ス ク 部 材 ８ は 、 図 １ に 示 し た 如 く 、 弾 性 的 に 屈 曲 可 能 な 材 料 、 例 え ば 、
ゴ ム 類 似 の 材 料 か ら な る 。 デ ィ ス ク 部 材 ８ の 内 部 に は 、 電 気 コ イ ル 配 列 が 電 気 的 に 絶 縁 し
て 設 け て あ る 。 こ の コ イ ル 配 列 は 、 簡 単 な 実 施 例 の 場 合 、 図 ２ に 示 し た 如 く 、 平 坦 （ う ず
ま き ） コ イ ル ９ か ら な る 。 こ の コ イ ル は 、 ２ つ の 導 体 １ ０ を 介 し て う ず 電 流 測 定 装 置 １ １
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  う ず 電 流 測 定 装 置 １ １ は 、 適 切 な 周 波 数 、 例 え ば 、 可 変 周 波 数 の 交 流 電 流 を 平 坦 コ イ ル
９ に 給 電 す る 。 生 ず る 磁 界 は 、 そ の 下 方 の 身 体 組 織 内 に 平 坦 コ イ ル ９ の 軸 線 の ま わ り に う
ず 電 流 を 形 成 す る 。 誘 導 反 作 用 は 、 平 坦 コ イ ル ９ の 電 流 の 流 れ に 影 響 を 与 え る 。 こ の 影 響
態 様 は 、 う ず 電 流 測 定 装 置 に よ っ て 確 認 さ れ 、 例 え ば 、 図 １ に お い て 、 う ず 電 流 測 定 装 置
に 示 さ れ た 指 示 器 具 に よ っ て 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  図 １ に 示 し た 解 剖 例 の 場 合 、 デ ィ ス ク 部 材 ８ を 穿 刺 箇 所 ５ か ら 穿 刺 箇 所 ６ 又 は 穿 刺 箇 所
７ へ 摺 動 し た 際 、 異 な る 表 示 が 生 ず る 。 な ぜ な ら ば 、 腹 壁 １ の 下 方 の 箇 所 ５ の 癒 着 ４ が 、
腹 壁 下 方 に 中 空 ス ペ ー ス が 存 在 す る 穿 刺 箇 所 ６ ， ７ の 場 合 と は 全 く 異 な る 結 果 を 生 ず る か
ら で あ る 。 し た が っ て 、 術 者 は 、 デ ィ ス ク 部 材 ８ の 往 復 摺 動 及 び う ず 電 流 測 定 装 置 １ １ の
デ ィ ス プ レ ー の 観 察 に よ っ て 、 危 険 な く 穿 刺 を 行 う こ と が で き る 箇 所 を 極 め て 迅 速 に 決 定
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  図 ３ に 、 う ず 電 流 測 定 装 置 （ 図 示 し て な い ） に 接 続 す る 接 続 ケ ー ブ ル １ ０ ′ を 有 す る 類
似 の デ ィ ス ク 部 材 ８ ′ を 示 し た 。 デ ィ ス ク 部 材 ８ ′ は 、 三 角 形 に 並 置 し た ３ つ の コ イ ル ９
.1， ９ .2， ９ .3を 有 す る 。 こ れ ら の コ イ ル は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 そ れ ぞ れ 、 ケ ー ブ ル １ ０
′ に よ っ て 導 体 を 介 し て う ず 電 流 測 定 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。 コ イ ル ９ .1～ ９ .3を 別 個 に
評 価 す れ ば 、 ど の コ イ ル の 下 方 に 適 切 な 穿 刺 箇 所 が あ る か に 関 し て 情 報 が 得 ら れ る か 、 例
え ば 、 ９ .3の 方 向 へ よ り 適 切 な 領 域 が あ り 得 る か と い う 方 向 に 関 す る 指 示 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  図 ２ に 示 し た 実 施 例 の デ ィ ス ク 部 材 ８ は 、 同 時 に 送 受 信 コ イ ル で あ る コ イ ル ９ を 有 す る
。 更 に 、 ２ つ の 、 例 え ば 、 同 心 に 配 置 さ れ た コ イ ル を 設 け る こ と も で き 、 こ の 場 合 、 一 方
の コ イ ル は 、 送 信 コ イ ル と し て 役 立 ち 、 他 の コ イ ル は 、 受 信 コ イ ル と し て 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  図 ２ に 、 更 に 、 デ ィ ス ク 部 材 ８ の コ イ ル ９ の 軸 線 に 同 心 の 穴 １ ２ を 示 し て い る 。 デ ィ ス
ク 部 材 ８ に よ っ て 適 切 な 穿 刺 箇 所 を 見 つ け た 場 合 、 穴 １ ２ を 介 し て マ ー ク を セ ッ ト で き る
か 、 直 ち に 穴 を 介 し て 穿 刺 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 装 置 を 含 む 腹 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 装 置 の 他 の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
  １   腹 壁
  ２   し わ
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  ３   腹 部 器 官
  ４   癒 着 部
  ５   穿 刺 箇 所
  ６ ， ７   穿 刺 箇 所
  ８   デ ィ ス ク 部 材
  ９   平 坦 コ イ ル
  ９ .1， ９ .2， ９ .3  コ イ ル
　 １ ０ 　 導 体
  １ ０ ′   接 続 ケ ー ブ ル
  １ １   う ず 電 流 測 定 装 置
  １ ２   穴
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够容易且可靠地进行穿刺监视操作的腹壁穿刺
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流测量设备（11）。 线圈阵列（9）可以安装在穿刺部位（5、6、
7）。 [选型图]图1
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